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研究成果の概要：211Atは、バイアル中に固体蒸着の状態で納品され、ドラフト内部で開封して、気化した211At
をガスモニタで測定確認ができ、ドラフト外部への流入もダストモニタで測定して確認できた。気体の10%が室
内空気に流入したと仮定して、ダストモニタおよび実験者の呼吸総流量から、捕集効率を100%とした場合の放射
能から捕集効率を求めた。その結果、捕集効率が非常に低い値となったため、ドラフト内から室内への飛散割合
10%が過剰であると考えられた。
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研究成果の学術的意義や社会的意義
短寿命α線核種、実験で使用した211Atは空気中に飛散して作業者が吸入することによる内部被ばくや身体汚染
に特に注意を要する。211Atの安全取扱・管理手法が十分に確立されていない。そのため、我が国の法規制上、
保守的な仮定に基づいた非常に厳しい数値基準が適用されている。特に、空気中への飛散率の仮定が大変厳し
く、動物実験に十分な放射能量を使用することが難しい。
211Atを使用する現場の実態に即した、実験時の飛散率の実測データを得ることができた。本研究の成果は、過
剰に211Atの使用を恐れることなく放射線安全の本質的向上に寄与するとともに、我が国の創薬研究の国際的競
争力向上に繋がる。
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１．研究の目的 
 申請者が放射線管理の実務を担当する施設は、今年度からこれらの核種が使用できるように
なった。そこで、短寿命α線核種を使用する現場の実態に即した、数値基準の規制緩和につな
がる飛散率の実測データを得ることを目的とする。本研究の成果は、過剰に短寿命α線核種の
使用を恐れることなく放射線安全の本質的向上に寄与するとともに、我が国の国際的競争力向
上に繋がる。 
 
２．研究成果 
測定結果を図３に示す。気体の 10%である 70kBq が室内空気に流入したと仮定する。作業中
の換気量は 1900m3であったので、室内空気中の平均濃度は 36.8 Bq/m3となる。ダストモニタお
よび実験者の呼吸総流量から、捕集効率を 100%とした場合の放射能は、ダストモニタ 173 Bq、
マスク 30.9 Bq となる。測定値は、ダストモニタ 1で 4.1 Bq、実験者 B のマスク 3.5 Bq であ
った。その比が捕集効率であるので、4.1/173 = 2.4%、3.5/30.9 = 11%と求められる。しかし、
それぞれの捕集効率がこのように低いとは考えにくい。そのため、ドラフト内から室内への飛
散割合 10%が過剰であると考えられた。 
表１に示す通り、活性炭シート、実験後の床面からも有意な値が検出された。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ガスモニターによる実験室内の空気中濃度の変動を図４に示す。211At は、開封時にドラフト
から排気され、希釈後の液体からの飛散はほとんどなかったことが分かった。放射能既知の気
体状の 211At をダストモニタで捕集して放射能測定を行えば、正確な捕集効率を求めることがで
き、ドラフト内から室内への流入率を求めることができる。 
 
 
 
 

 

図３ 飛散率の実験結果

表１ 測定結果 

※活性炭シート２ 上段：211At の K-X 線 
         下段：207Bi 
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m3 

時刻 
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動物実験 

図４ ガスモニター測定結果（2020/11/24） 
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